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イン・ザ・メガチャーチ 英雄の輪

普天を我が手に　第二部

沈みゆく列島で、“界隈”は沸騰するーー。

あるアイドルグループの運営に参画することになっ
た、家族と離れて暮らす男。内向的で繊細な気質ゆえ
積み重なる心労を癒やしたい大学生。仲間と楽しく舞
台俳優を応援していたが、とある報道で状況が一変す
る女。ファンダム経済を仕掛ける側、のめり込む側、
かつてのめり込んでいた側ーー世代も立場も異なる3つ
の視点から、人の心を動かす“物語”の功罪を炙り出
す。

「神がいないこの国で人を操るには、“物語”を使う
のが一番いいんですよ」

「戦争は終わった。わたしたちの戦いはまだ終わらない」
あの島の「英雄たち」は奪われたものを取り戻し、力の限
り生き抜いた。
彼らの「戦果」はひとつじゃなかった。
時代も年齢も多種多様な「戦果アギヤー」の姿を描く5つ
の「宝」のはなし。
沖縄の芸能の祖と終戦を描く「ブーテン」
コザのAサインを舞台に「25セント」
迷宮入りした現金強奪事件「五つ目の石」
文化の交差点の劇場で「アーニーパイルで逢いましょう」
家族にはいろんな形があるさ「家族の唄」
1978年、沖縄がひっくり返った大騒動「ナナサンマル」
戦中から戦後にかけての沖縄をリアルに描く、外伝集。

閲覧厳禁

太平洋戦争が勃発した。
竹田志郎は、父に伴って渡米したが、そこで自分だけ
捕虜となってしまう。ようやく帰国した後は日本の捕
虜収容所の通訳となるも、目にしたのは看守の虐待が
横行するずさんな実態だった。
矢野四郎は、父の死後東京に出ていたが、親譲りの素
行の悪さで少年院を転々とする。だが、次第に悪化す
る戦況で予科練に入ることを決意。戦友と共に人間魚
雷「回天」で出撃を期する。
森村ノラは、父の教会の伝手で亀戸のコーヒー店を手
伝うことに。友人と闇米を買いに農村部へいったり、
教会で預かった孤児たちを軽井沢へ疎開させるなど、
母親譲りの活力で奔走する。
五十嵐満は、戦中は映画俳優として活躍。さらに、張
学士らと民主主義を標榜する組織〈リバティ〉を結
成。だが、敗戦後に組織はあっけなく瓦解。タップダ
ンスを武器に、旅芸者・藤田と捕まっては脱走を繰り
返す。

【このファイルは、先日都内で発生し、世間を震撼させた
あの恐ろしい大量殺人事件の犯人の精神鑑定にあたった精
神科医の記録をまとめたものである。これを読むことは、
皆さんに対して予期せぬ精神的な影響を及ぼす可能性があ
る。そのため、決して読むことを強制しないし、読みはじ
めても皆さんが望めばいつでも途中でやめることも可能で
あるーー】
東京郊外で起きた大量殺人事件の記録には不審な点がいく
つもあり、それは恐ろしい秘密の手がかりだった。犯人で
ある八重樫信也の精神鑑定を担当した医師・上原香澄のイ
ンタビューから徐々に明らかになる事件の真相。犯行時の
八重樫は「何」に怯え、一体「何」に襲いかかったのか。
ずっと八重樫を見ていたという「ドウメキ」の正体とは？

あの子とO 春の星を一緒に

吸血鬼一家が営む山奥のピッツェリア。ある日、新た
な仲間が加わることに！　漫画家を目指す双子の小学
生吸血鬼、ルキアとラキア。二人はスランプから抜け
出すため、ピッツェリアに見習い職人としてやってき
たオーエンにキャンプに連れて行ってもらうことに
なった。オーエンには吸血鬼だということを知られて
はいけない。でもその夜、ある事件に遭遇しーー。変
速するヴァンパイアストーリー全三篇。

奈緒(40歳)はシングルマザーの看護師として涼介と寄り
添い生きてきた。その涼介も高校生、進路を考える年齢
に。そんな折、大きな転機が訪れる。敬愛する医師三上の
誘いもあり、思い切って東京の緩和ケア病棟で働くことと
なる。死を間近に見つめる毎日の中、その瞬間まで幸せに
生ききり希望を持てる最期を模索し続ける奈緒。一方、涼
介は強く大きい夢を抱く。それは奈緒の夢でもある。母子
の夢の行方、そして三上と奈緒のこれから
は・・・・・・。
緩和ケア病棟を舞台に、綿密な取材と著者自身の看護師経
験に基づく圧倒的リアリティ、温かな視線で人々の生き
様、死に様を丁寧に紡ぐ。懸命に生きるすべての人々に送
られる慈愛のエールに癒やしの涙は必至です。

天馬の子 まろ丸伊勢参り

南部藩の村に生まれたリュウは馬と心を通わせる10歳
の少女。厳しい自然のなかで名馬「奥馬」を育てる村
では、時に人よりも馬が大切にされていた。リュウの
家にも母馬が一頭いるが、毛並みの良い馬ではない。
なぜ人の命も馬の命も、その重さがこんなにも違うの
か。馬も人も、生まれや見た目がすべてなんだろう
か。いつか大人になったら、すべてわかる日が来るの
だろうか？
生きることの痛みも悔しさも皆、その小さな体に引き
受けながら、兄の遺したたくさんの言葉を胸に、少女
と仔馬は生きる道を切り拓いていく。

六十年に一度、皆が伊勢神宮へ向かう、おかげ参りの年。
六つになる姪の結に、大坂の大店の跡取りになる養子話が
舞い込んだ。しかし、本家からの迎えは来ず、なぜか伊勢
まで結を連れて来て欲しいと文が届く。うまい話に乗って
いいのか見極めるため、両替商の三男坊・九郎は、姉夫婦
から頼まれて結を送ることに。拾ったばかりの仔犬のまろ
丸をお供に旅に出たものの、行く先々で困った事に遭遇
し、九郎はそのたびに良い考えを求められ……。
己の居場所が見つからない九郎と、大店の財を継ごうとし
ている結が、明日を懸けて東海道を西へ行く！

10月

一橋桐子（76）の犯罪日記

原田ひ香著も同時に配架します。


